
JP 2016-508802 A 2016.3.24

10

(57)【要約】
　本発明は、中空ピストン(3)と、駆動シリンダ(5)と、
駆動シリンダの回転運動を中空ピストンの軸方向運動に
変換するための伝達手段(7,9)とを備えており、駆動シ
リンダ(5)が中空ピストン(3)を少なくとも部分的に包囲
している性的刺激具(1)に関する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　中空ピストン(3)と、
　駆動シリンダ(5)と、
　前記駆動シリンダの回転運動を前記中空ピストンの軸方向運動に変換するための伝達手
段(7,9)とを有し、
　前記駆動シリンダ(5)が前記中空ピストン(3)を少なくとも部分的に包囲している性的刺
激具(1)。
【請求項２】
　前記伝達手段が、ガイド要素、特にピン(9)、ホイールまたはベアリングと、ガイド(7)
とを備えており、前記ガイド要素が前記ガイド(7)と係合していることを特徴とする、請
求項１に記載の性的刺激具。
【請求項３】
　前記ガイド要素が前記中空ピストン(3)の外側側面に設けられ、前記ガイド(7)が前記駆
動シリンダ(5)に設けられていること、または、前記ガイド要素が前記駆動シリンダ(5)の
内側側面上に配置され、前記ガイド(7)が前記中空ピストン(3)に配置されていることを特
徴とする、請求項２に記載の性的刺激具。
【請求項４】
　前記ガイド(7)が、前記駆動シリンダ(5)または前記中空ピストン(3)の円周の少なくと
も一部に沿った円周方向に波状に延びていることを特徴とする、請求項２又は３に記載の
性的刺激具。
【請求項５】
　前記ガイド(7)がノッチまたはスロットであることを特徴とする、請求項２～４のいず
れか一項に記載の性的刺激具。
【請求項６】
　前記中空ピストン(3)の回転方向の自由度が固定される前記中空ピストン(3)のための線
形ガイドを特徴とする、請求項１～５のいずれか一項に記載の性的刺激具。
【請求項７】
　前記駆動シリンダ(5)を駆動するための駆動部を特徴とする、請求項１～６のいずれか
一項に記載の性的刺激具。
【請求項８】
　前記駆動シリンダ(5)と前記中空ピストン(3)との間に設けられ、及び／又は、前記駆動
シリンダ(5)を前記中空ピストン(3)と連結する防水または防塵スリーブを特徴とする、請
求項１～７のいずれか一項に記載の性的刺激具。
【請求項９】
　前記中空ピストン(3)に装着する中空の拡張体(40)を特徴とする、請求項１～８のいず
れか一項に記載の性的刺激具。
【請求項１０】
　前記中空ピストン(3)の内側側面にパッド(17)を特徴とする、請求項１～９のいずれか
一項に記載の性的刺激具。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は性的刺激具に関する。
【背景技術】
【０００２】
　回転運動または並進運動を実行できる性的刺激具が従来から知られている。米国特許出
願公開第２００５／０２２８１９Ａ１号には、前後に動作可能な「シャトル」を有する性
的刺激のためのユニットが開示されている。原理的には、この米国特許出願公開第２００
５／０２２８１９Ａ１号のユニットは、女性と男性の両方の刺激のために用いることがで
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きる。しかし、男性刺激での使用では取り扱いが難しい。その理由は、その器具をこの目
的のために再設定しなければならず、そのため、この器具が非常に大きく扱い難くなって
しまうからである。
【０００３】
　基本的に、男性の刺激のためのユニットおよびハンディな器具に対する需要が存在する
。一般的に、そして本明細書では、「男性刺激」という用語は男性の陰部の刺激として理
解される。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　本発明の目的は、特に男性刺激のためのハンディな器具、特にユニットを提供すること
であり、この器具は従来技術と比較して改善されている。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　この目的は、中空ピストンと、駆動シリンダと、駆動シリンダの回転運動を中空ピスト
ンの軸方向運動に伝達するための伝達手段とを有し、駆動シリンダが中空ピストンを少な
くとも部分的に包囲している性的刺激具を用いることによって達成される。
【０００６】
　次の図面を参照して実施形態を説明する。
【図面の簡単な説明】
【０００７】
【図１】本発明の実施形態の概略図である。
【図２】図１に図示の実施形態の部分に関する概略的な部分切欠図である。
【図３】実施形態の駆動部に関する変形例を示す図である。
【図４】実施形態の駆動部に関する別の変形例を示す図である。
【図５】実施形態において用いることのできるスナップ・ロックを示す図である。
【図６】別の実施形態の概略図である。
【発明を実施するための形態】
【０００８】
　以下では、典型的で例示的な実施形態が説明される。同一の参照符号は同一のまたは部
分的に同様の実施形態に用いられ、またある程度は、いくつかの異なる実施形態にも用い
られる。基本的に、本出願は、これらの異なる実施形態に限定されるのではなく、その範
囲は、特許請求の範囲によって決定される。ある程度は、個々の構成要素は１つの図との
関係で単に例示されているのであるが、これらの構成要素が他の図において示されている
場合には、必ずしも二度目の説明がなされるとは限らない。
【０００９】
　図１は、器具１の典型的な実施形態を示す。図１に図示の器具１は、中空ピストン３と
駆動シリンダ５とを有する。駆動シリンダ５は、中空ピストン３を少なくとも部分的に包
囲している。
【００１０】
　包囲とは、典型的には、中空ピストンが駆動シリンダの内径よりも小さな外径を有する
ことを意味する。さらに、動作状態に応じて、中空ピストンは、典型的には、駆動シリン
ダの中に少なくとも部分的にまたは完全に挿入される。
【００１１】
　図１に図示の器具１は、駆動シリンダ５の回転運動を中空ピストン３の軸方向の運動に
変換するための伝達手段を備えている。その目的のために、駆動シリンダ５にはガイド７
が設けられている。ガイド要素として作用するために、中空ピストンと堅固に連結された
ピン９が、このガイドと係合している。ガイド７は円周方向に正弦的に延びている。駆動
シリンダ５が回転すると、中空ピストン３のその長手方向すなわち軸方向の並進運動が、
ガイド７の軸方向におけるピン９の随伴した動きによって達成される。図１の実施形態の
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駆動シリンダ５は、ハンドル１０を使って手動で動かすことができる。
【００１２】
　さらなる駆動の可能性を他の図との関係で説明する。
【００１３】
　この器具の典型的な実施形態は中空ピストンと駆動シリンダと有し、駆動シリンダの回
転運動を中空ピストンの軸方向の運動に変換するための伝達手段を有する。軸方向の運動
とは、中空ピストンの長手方向の並進運動として理解されるべきである。典型的な実施形
態では、伝達手段は、中空ピストンの並進運動だけを排他的に許容し、特にその回転運動
は防止する。
【００１４】
　別の実施形態によれば、中空ピストンは、また、伝達手段による回転運動も可能である
ように設定され得る。典型的な伝達手段は、たとえば、スクリュー、ホイール、ベアリン
グまたはピンなどのガイド要素を備えており、これらは、溝、クランクまたはノッチなど
のガイドで案内される。典型的には、実施形態においては、ピンは中空ピストンの外側側
面に設けられ、そして、ガイドは駆動シリンダに設けられる。別の実施形態によれば、ガ
イド要素、たとえばピン、ホイールまたはベアリングは駆動シリンダの内側側面に設けら
れ、ガイドは中空ピストンに設けられる。別の伝達手段はギアを備えており、これは、例
えばギア・ラックまたはスピンドルを備えた線形ギアである。案内されるピンまたはネジ
は単純な構成であるという利点がある。ギアは高負荷に耐える能力を有する利点がある。
ホイールまたはベアリングは低摩擦である利点がある。
【００１５】
　複数の実施形態によれば、１つまたは複数のホイール、特に２つのホイールがガイド要
素として設けられ、これがガイドと係合する。これにより摩擦を減少できる。
【００１６】
　複数の実施形態によれば、ガイドは、駆動シリンダまたは中空ピストンの円周の少なく
とも一部に沿った円周方向に波状に延びている。ここに、「波状」とは、正弦的なまたは
上昇部分と下降部分とを備えた連続的な曲線で構成されており、典型的には、一様な運動
を可能にするために、曲線の一次導関数もまた連続であるのがよい。典型的な波の形は１
つまたは複数の上方向および下方向の周期または振幅を有する。
【００１７】
　典型的には、駆動シリンダは、中空ピストンに対して両方の方向に回転され得る。
【００１８】
　複数の実施形態によれば、ガイドはノッチまたはスロットとして設けられる。スロット
としての実施形態によれば、駆動シリンダは上方部分と下方部分とに分割される。これら
の部分は、たとえば、駆動シリンダの外側に設けられたハンドルによって連結される。駆
動シリンダの内側側面のノッチとしての実施形態によれば、駆動シリンダは一体的に設け
られる。他の可能性として、駆動シリンダの製造または組み立てを容易にするために、駆
動シリンダを長手方向に分割することが含まれる。
【００１９】
　典型的には、例えば、溝またはノッチからピンが飛び出さない信頼性の高い案内を可能
にするために、ピンまたはネジにスプリングが設けられる。これとは対照的に、スプリン
グを設けなければ一層単純なセットアップが可能になる。
【００２０】
　中空ピストン３には、スリップ・ジョイント１１が設けられている。ここに、ピン９を
軸方向に案内するためのレール１３が設けられている。
【００２１】
　図２は、図１の実施形態の一部分の一部切欠図である。特に、図２は、軸方向に直線状
に配置されたレール１３におけるピン９の案内を示している。このようにして、中空ピス
トン３の回転方向の自由度はレール１３との関係で固定されている。駆動シリンダ５の回
転は、結果的に、中空ピストン３の軸方向における上方向および下方向の動作を生じさせ
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る。これにより、中空ピストン３はその２つの開口の方向に運動する。中空ピストン３は
、その回転方向の自由度が固定されているために、駆動シリンダ５と共に回転することは
不可能である。
【００２２】
　典型的な実施形態は、中空ピストンの回転方向の自由度が固定されるように、中空ピス
トンのための線形ガイドを有する。この線形ガイドは、典型的には、レール、搬送システ
ム、ジョイント、溝におけるピン、またはレールのためのスリップ・ジョイントを有する
。
【００２３】
　図２に図示の中空ピストン３は、中空ピストン３の内側側面に配置されたパッド１７を
備えている。
【００２４】
　このパッドは、典型的な実施形態において設けられており、オプションとして、ゲル・
クッション、シリコーンまたは発泡材料であってもよい。別の実施形態によれば、構成を
簡略化するために中空ピストンの内側側面はパッドなしである。
【００２５】
　図２に図示の実施形態によれば、パッド１７はリング・インサート２０に配設される。
リング・インサート２０は、図５に示すスナップ・ロック２２を有している。スナップ・
ロック２２により、パッド１７、または、さらにクッションや更なるパイプの設置が可能
になる。スナップ・ロックは、レンズ・キャップのファスナと同じように機能し得る。設
置のための別の可能性として、面ファスナや、粘着材料を有する粘着性タブで付着しても
よい。スナップ・ロックのない実施形態は、組み立てが容易である。スナップ・ロックは
、追加的な延長部材またはパッドを中空ピストンの内部に挿入する可能性を提供する。そ
のような挿入は繰り返し行うことが可能であり、複数のサイズおよび長さの使用が可能で
ある。
【００２６】
　典型的な実施形態のリング・インサートの内側表面の構成は、滑らかであってもよいし
、ひだ付きであってもよいし、凹凸であってもよい。また、ネジ山またはそれ以外の表面
性状であってもよい。
【００２７】
　典型的な実施形態では、中空ピストンの両方の開口に、または、中空ピストンの開口の
一方に可撓性材料のスリーブが設けられる。そのようなスリーブの典型的な実施形態は、
防水または防塵である。そのようなスリーブのための典型的な材料には、シリコーン、ゴ
ムまたは可撓性プラスチックが含まれる。さらなる可能性として、チューブ状の入口があ
る。これは、中空ピストンを通過するように案内される。典型的な実施形態では、駆動シ
リンダは、スリーブを介して中空ピストンと連結される。駆動シリンダは、典型的には、
ベアリング、スライド・ディスク、テフロン（登録商標）、セラミック・ベアリング、エ
ポキシ化合物またはスライド材料を用いて設けられる。
【００２８】
　図３は、ある実施形態による器具１のための典型的な駆動部を概略的に示している。図
３に図示の器具１の駆動シリンダ５には、ギア・ホイール２６によって駆動される回転リ
ング・ギア２４が設けられている。典型的な実施形態では、ギア・ホイール２６は電気モ
ータ（図示せず）によって駆動される。制御ユニット（図示せず）を用いて電気モータの
動力を制御することによって、実施形態の回転速度が調節される。別の駆動部は、油圧モ
ータ、内燃モータ、または例えば風力タービンなどのタービンを含む。運動速度を制御す
るための別の可能性としては、減速ギアボックスを組み込んでもよい。
【００２９】
　図４は、シャフト３０によって駆動され且つ少なくとも部分的に駆動シリンダ５を包囲
する駆動ベルト２８を備えた駆動部の別の実施形態を示している。シャフト３０はギア・
ホイール３２を介して動作する。駆動部は駆動ベルト２８を有し、これにより、過負荷の
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場合に、駆動シリンダ５上の駆動ベルト２８がスリップすることにより駆動部の過負荷が
生じないという長所を提供する。
【００３０】
　図６は、中空の拡張体４０を備えた器具１の別のオプションである実施形態を概略的に
示している。中空の拡張体４０は、中空ピストン３の中に又は中空ピストン３に適合して
、たとえば改善した刺激のために、器具の内部空間の延長を可能にする。
【符号の説明】
【００３１】
　１　器具
　３　中空ピストン
　５　駆動シリンダ
　７　ガイド
　９　ピン
　１０　ハンドル
　１１　スリップ・ジョイント
　１３　レール
　１７　パッド
　２０　リング・インサート
　２２　スナップ・ロック
　２４　回転リング・ギア
　２６　ギア・ホイール
　２８　駆動ベルト
　３０　シャフト
　３２　ギア・ホイール
　４０　拡張体
【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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【図５】

【図６】

【手続補正書】
【提出日】平成27年10月23日(2015.10.23)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　中空ピストンと、
　駆動シリンダと、
　前記駆動シリンダの回転運動を前記中空ピストンの軸方向運動に変換するための伝達手
段とを有し、
　前記駆動シリンダが前記中空ピストンを少なくとも部分的に包囲している性的刺激具。
【請求項２】
　前記伝達手段が、ガイド要素、特にピン、ホイールまたはベアリングと、ガイドとを備
えており、前記ガイド要素が前記ガイドと係合している、請求項１に記載の性的刺激具。
【請求項３】
　前記ガイド要素が前記中空ピストンの外側側面に設けられ、前記ガイドが前記駆動シリ
ンダに設けられていること、または、前記ガイド要素が前記駆動シリンダの内側側面上に
配置され、前記ガイドが前記中空ピストンに配置されている、請求項２に記載の性的刺激
具。
【請求項４】
　前記ガイドが、前記駆動シリンダまたは前記中空ピストンの円周の少なくとも一部に沿
った円周方向に波状に延びている、請求項２に記載の性的刺激具。
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【請求項５】
　前記ガイドがノッチまたはスロットである、請求項２に記載の性的刺激具。
【請求項６】
　前記中空ピストンの回転方向の自由度が固定される前記中空ピストンのための線形ガイ
ドを有することを特徴とする、請求項１に記載の性的刺激具。
【請求項７】
　前記駆動シリンダを駆動するための駆動部を有する、請求項１に記載の性的刺激具。
【請求項８】
　前記駆動シリンダと前記中空ピストンとの間に設けられ、及び／又は、前記駆動シリン
ダを前記中空ピストンと連結する防水または防塵スリーブを有する、請求項１に記載の性
的刺激具。
【請求項９】
　前記中空ピストンに装着する中空の拡張体を有する、請求項１に記載の性的刺激具。
【請求項１０】
　前記中空ピストンの内側側面にパッドを有する、請求項１に記載の性的刺激具。
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